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表示説明 値下げ 横ばい 値上げ

市況状況

ラワン薄ベニヤ ・ ・ ・ ・

ファルカタ正寸12㎜Ｔ2 ・ ・ ・

針葉樹12㎜ 3×6 ・ ・ ・ ・

木
材
の
調
達
難
は
続
い

て
お
り
、
連
続
的
な
コ
ス

ト
の
上
昇
で
需
給
は
厳
し

い
情
勢
だ
。
大
型
プ
レ
カ

ッ
ト
工
場
で
は
受
注
時
の

条
件
を
厳
し
く
し
、
「
入

り
」
を
抑
制
。
材
料
確
保

が
進
ま
な
い
こ
と
を
懸
念

し
て
７
～
８
割
稼
働
で
運

営
し
て
い
る
。
川
下
で
は

材
料
高
で
、
建
築
を
見
送

る
ケ
ー
ス
も
出
て
い
る
。

価
格
に
は
一
部
で
一
服

感
が
出
て
い
る
が
、
強
基

調
は
変
わ
ら
な
い
。
高
コ

ス
ト
の
新
材
を
扱
い
だ
せ

ば
販
価
に
転
嫁
せ
ざ
る
を

得
な
い
た
め
、
軟
化
す
る

展
開
は
当
面
見
込
め
な
い
。

輸
入
製
品
で
は
、
Ｗ
・
Ｒ

ウ
ッ
ド
集
成
管
柱
・
平
角

は
品
薄
で
続
伸
し
、
間
柱

は
ほ
か
Ｋ
Ｄ
小
割
材
も
調

達
が
難
し
く
、
前
月
比
１

万
～
１
万
２
０
０
０
円
高

に
。
国
産
材
も
品
薄
感
が

強
く
、
杉
・
桧
製
品
と
も

に
上
昇
。
Ｓ
Ｐ
Ｆ
２×

４

材
は
同
２
万
円
高
だ
が
、

先
物
価
格
は
さ
ら
な
る
高

値
到
来
を
示
し
て
い
る
。

東
海
４
県
の
５
月
新
設

住
宅
着
工
数
は
７
９
１
８

戸
（
前
年
同
月
比
21
・
８

％
増
）
、
持
ち
家
（
注
文

住
宅
）
は
３
１
７
６
戸
（

同
15
・
７
％
増
）
で
い
ず

れ
も
２
カ
月
連
続
で
増
加

し
た
。
分
譲
住
宅
は
２
１

２
９
戸
（
同
15
・
１
％
増

）
で
13
カ
月
ぶ
り
増
。
こ

の
う
ち
、
マ
ン
シ
ョ
ン
は

前
年
同
月
比
17
・
３
％
増

で
、
戸
建
て
も
同
14
・
１

％
増
と
い
ず
れ
も
健
闘
し

て
い
る
。

国
交
省
は
７
月
30
日
、
６

月
の
新
設
住
宅
着
工
を
公
表

し
た
。
総
数
は
７
万
６
３
１

２
戸
（
前
年
同
月
比
７
・
３

％
増
）
と
、
４
カ
月
連
続
で

前
年
同
月
よ
り
約
５
０
０
０

戸
増
加
し
た
。
４
月
か
ら
、

総
数
は
３
カ
月
連
続
で
前
年

同
月
比
７
％
以
上
増
加
し
て

い
る
。
た
だ
、
２
０
１
９
年

ま
で
６
月
は
８
万
戸
を
超
え

て
お
り
、
１
～
６
月
累
計
は

41
万
２
０
１
０
戸
（
前
年
同

期
比
３
・
３
％
増
）
で
、
こ

の
水
準
で
１
年
を
終
え
る
と

年
間
着
工
戸
数
は
約
82
万
戸

に
な
る
。

総
数
が
７
万
６
０
０
０
戸

を
超
え
る
の
は
、
19
年
10
月

以
来
１
年
８
カ
月
ぶ
り
。
20

年
の
月
平
均
着
工
戸
数
は
６

万
８
０
０
０
戸
、
21
年
１
～

５
月
の
月
平
均
は
６
万
７
０

０
０
戸
で
推
移
し
て
き
た
た

め
、
７
万
６
０
０
０
戸
超
は

多
く
見
え
る
。

た
だ
、
21
年
４
～
６
月
の

前
年
同
月
比
の
増
加
幅
は

７
％
超
で
推
移
し
、
需
要
期

に
入
っ
た
こ
と
で
絶
対
数
と

し
て
増
加
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

に
見
舞
わ
れ
た
20
年
よ
り
は

回
復
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、

年
間
着
工
戸
数
は
最
後
に
90

万
戸
台
と
な
っ
た
19
年
（
90

万
５
０
０
０
戸
）
１
～
６
月

累
計
よ
り
８
・
５
％
減
で
推

移
し
て
い
る
。

持
ち
家
は
２
万
６
１
５
１

戸
（
前
年
同
月
比
10
・
６
％

増
）
と
８
カ
月
連
続
で
増
加

し
た
。
持
ち
家
も
２
万
６
０

０
０
戸
を
超
え
る
の
は
19
年

７
月
以
来
約
２
年
ぶ
り
で
、

こ
ち
ら
も
需
要
期
ら
し
く
な

っ
て
き
た
。
前
年
同
月
比
で

４
月
８
・
８
％
増
、
５
月
16

・
２
％
増
、
６
月
10
・
６
％

増
と
、
約
10
％
増
水
準
で
推

移
す
る
。

た
だ
、
そ
れ
で
も
19
年
４

～
６
月
累
計
比
で
は
、
８
・

６
％
減
。
21
年
１
～
６
月
累

計
は
前
年
同
期
比
７
・
７
％

増
で
推
移
し
、
貸
家
の
同
２

・
６
％
増
、
分
譲
の
同
０
・

１
％
増
よ
り
増
加
幅
が
大
き

い
。
た
だ
、
20
年
同
期
の
減

少
幅
も
、
持
ち
家
が
同
13
・

８
％
減
、
貸
家
が
10
・
８
％

減
、
分
譲
が
８
・
９
％
減
と
、

持
ち
家
が
一
番
大
き
か
っ
た
。

貸
家
は
２
万
９
８
０
２
戸

（
同
11
・
８
％
増
）
と
、
４

カ
月
連
続
で
増
加
し
た
。
２

万
９
０
０
０
戸
を
超
え
る
の

は
こ
ち
ら
も
19
年
10
月
以
来

１
年
８
カ
月
ぶ
り
だ
が
、
17

～
18
年
の
こ
の
時
期
は
３
万

５
０
０
０
戸
を
超
え
て
い
た
。

貸
家
は
ま
だ
不
安
定
感
が
強

く
、
前
年
同
月
比
で
３
月
２

・
６
％
増
、
４
月
13
・
６
％

増
、
５
月
４
・
３
％
増
、
６

月
11
・
８
％
増
と
、
増
加
幅

に
波
が
あ
る
。

分
譲
は
１
万
９
８
７
７
戸

（
前
年
同
月
比
１
・
５
％
減

）
と
、
２
カ
月
ぶ
り
に
減
少

し
た
。
マ
ン
シ
ョ
ン
の
着
工

が
不
安
定
で
毎
月
増
減
を
繰

り
返
し
、
６
月
は
７
０
２
４

戸
（
同
16
・
６
％
減
）
と
４

カ
月
ぶ
り
に
減
少
し
た
。
戸

建
て
分
譲
は
１
万
２
６
５
４

戸
（
同
８
・
５
％
増
）
と
、

２
カ
月
連
続
で
増
加
し
た
。

１
万
２
０
０
０
戸
を
超
え
る

の
は
19
年
12
月
以
来
１
年
７

カ
月
ぶ
り
で
、
21
年
１
～
６

月
累
計
は
前
年
同
期
比
１
・

４
％
増
。

輸
入
材
の
入
荷
減
少
と
高
騰

を
背
景
に
、
国
産
材
へ
の
代
替

需
要
が
急
激
に
増
加
し
て
か
ら
、

素
材
生
産
現
場
や
国
産
材
製
材

工
場
は
増
産
を
図
っ
て
き
た
が
、

不
足
感
は
今
も
続
く
。
佐
川
広

興
国
産
材
製
材
協
会
会
長
は
、

加
盟
工
場
を
代
表
し
て
「
目
い

っ
ぱ
い
残
業
し
て
い
る
が
、
増

産
で
き
る
量
は
通
常
の
１
割
程

度
。
大
幅
に
増
産
す
る
た
め
に

は
設
備
投
資
が
必
要
だ
が
、
す

ぐ
に
は
で
き
な
い
」
と
訴
え
る
。

代
替
需
要
に
伴
う
引
き
合
い

増
加
が
出
始
め
た
時
期
は
、
関

東
な
ど
早
い
と
こ
ろ
で
は
３
月

中
旬
頃
か
ら
、
北
海
道
な
ど
遅

い
と
こ
ろ
で
は
５
月
連
休
明
け

頃
か
ら
と
、
地
域
に
よ
っ
て
多

少
ず
れ
は
あ
る
が
、
現
状
、
全

国
の
製
材
工
場
が
残
業
や
土
曜

日
稼
働
な
ど
で
生
産
を
増
や
し

て
い
る
。
素
材
生
産
も
、
通
常

は
伐
採
を
控
え
る
５
月
以
降
も

出
材
意
欲
は
旺
盛
で
、
原
木
市

場
や
共
販
所
の
入
荷
量
は
例
年

の
同
時
期
に
比
べ
て
多
い
状
況

が
４
月
以
降
続
い
て
い
る
。
選

別
が
間
に
合
わ
ず
、
残
業
や
土

曜
日
出
勤
は
も
と
よ
り
、
日
曜

祝
日
も
返
上
で
仕
分
け
に
奔
走

す
る
共
販
所
も
あ
る
。

国
産
材
製
材
用
丸
太
の
工
場

へ
の
入
荷
量
は
近
年
、
需
要
減

少
時
は
月
間
90
万
～
１
０
０
万

立
方
㍍
、
需
要
増
加
時
は
同
１

０
０
万
～
１
１
０
万
立
方
㍍
で

推
移
し
て
き
た
。
需
要
が
減
少

し
た
昨
年
５
月
以
降
、
同
１
０

０
万
立
方
㍍
以
下
が
今
年
２
月

ま
で
続
い
た
が
、
３
月
以
降
は

同
１
０
０
万
～
１
１
０
万
立
方

㍍
に
回
復
し
た
。
輸
入
丸
太
も

含
め
た
製
材
工
場
の
丸
太
在
庫

は
５
月
は
前
年
比
８
・
４
％
減

と
消
化
も
進
ん
で
お
り
、
丸
太

の
入
荷
と
製
材
量
が
需
要
増
加
時

の
水
準
に
戻
っ
て
い
る
こ
と
が
数

字
に
表
れ
て
い
る
。

素
材
生
産
は
現
在
も
活
発
で
、

製
材
工
場
へ
の
入
荷
量
が
同
１
２

０
万
立
方
㍍
台
に
乗
る
可
能
性
は

あ
る
。
た
だ
、
同
１
３
０
万
立
方

㍍
以
上
に
な
る
と
、
素
材
生
産
に

必
要
な
人
手
や
機
械
、
丸
太
を
運

ぶ
ト
ラ
ッ
ク
の
数
が
増
え
な
い
限

り
難
し
い
。
機
会
は
レ
ン
タ
ル
で

増
や
す
こ
と
も
可
能
だ
が
、
ト
ラ

ッ
ク
の
新
規
購
入
に
は
１
年
以
上

か
か
る
。
素
材
生
産
を
行
な
う
人

材
の
育
成
は
少
な
く
と
も
半
年
は

必
要
で
、
そ
も
そ
も
林
業
の
就
労

希
望
者
が
増
え
な
い
と
い
う
根
本

的
な
問
題
が
あ
る
。

人
手
に
課
題
が
あ
る
の
は
製
材

工
場
も
同
様
だ
。
働
き
方
改
革
へ

の
対
応
も
あ
り
、
残
業
時
間
の
拡

大
や
土
日
祝
も
稼
働
し
て
さ
ら
に

生
産
量
を
伸
ば
す
と
な
る
と
、
シ

フ
ト
を
組
む
必
要
が
あ
る
。
だ
が
、

シ
フ
ト
を
組
め
る
だ
け
の
従
業
員

数
が
い
る
工
場
は
少
な
く
、
募
集

し
て
も
中
々
集
ま
ら
な
い
と
い
う
。

設
備
投
資
を
す
る
に
し
て
も
、

一
か
ら
製
材
工
場
を
立
ち
上
げ
る

に
は
丸
太
の
調
達
手
配
ま
で
含
め

る
と
数
年
か
か
る
。
既
存
工
場
が

ラ
イ
ン
を
増
設
す
る
の
に
も
、
既

に
計
画
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
れ

ば
半
年
程
度
で
稼
働
す
る
が
、
今

か
ら
発
注
と
な
れ
ば
稼
働
ま
で
に

は
早
く
と
も
１
年
近
く
か
か
る
。

な
に
よ
り
工
場
側
は
、
設
備
投
資

の
前
提
と
し
て
、
こ
こ
３
カ
月
の

国
産
材
製
材
へ
の
需
要
が
、
今
後

も
長
期
的
に
安
定
し
て
継
続
す
る

と
の
確
信
が
持
て
な
い
限
り
決
断

で
き
な
い
と
い
う
。
過
去
幾
度
も

繰
り
返
さ
れ
た
、
需
要
の
急
増
と

そ
の
後
の
急
減
と
い
う
苦
い
経
験

が
、
国
産
材
の
増
産
へ
の
姿
勢
を

慎
重
に
し
て
い
る
。



イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
者
が
７
月
14
日
、
５
万
４
０
０
０

人
と
１
日
の
感
染
者
と
し
て
は
過
去

最
高
を
記
録
し
た
。
感
染
者
に
対
す

る
死
亡
率
も
急
激
に
増
加
し
て
お
り
、

ジ
ャ
カ
ル
タ
を
中
心
に
合
板
や
木
材

貿
易
、
建
材
メ
ー
カ
ー
等
の
製
造
拠

点
で
駐
在
す
る
日
本
人
に
対
し
、
管

理
の
た
め
に
避
け
ら
れ
な
い
場
合
を

除
い
て
、
帰
国
を
促
す
企
業
が
相
次

い
で
い
る
。

貿
易
、
管
理
実
務
者
の
ほ
か
、

工
場
内
従
業
員
の
感
染
者
が
あ
る
場

合
は
、
操
業
度
に
も
影
響
す
る
な
ど
、

今
後
の
資
材
提
供
に
少
な
か
ら
ず
影

響
を
与
え
そ
う
だ
。

可
能
な
限
り
リ
モ
ー
ト
に
よ
る
実

務
で
対
応
す
る
が
、
実
際
面
で
資
材

供
給
が
不
安
定
に
な
る
こ
と
に
よ
っ

て
代
替
資
材
へ
の
転
換
が
進
む
可
能

が
下
が
る
と
、
国
内
合
板

メ
ー
カ
ー
は
減
産
体
制
に

入
っ
た
。

そ
の
後
、
昨
年
６
、
７

月
頃
に
12
㍉
厚
３×

６
判

の
市
中
価
格
が
一
時
９
０

０
円
を
下
回
る
現
物
玉
が

出
た
こ
と
で
、
各
メ
ー
カ

ー
は
減
産
体
制
を
強
化
し

た
。
こ
の
た
め
、
針
葉
樹

合
板
の
在
庫
量
は
昨
年
５

月
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向

に
入
っ
た
。
そ
の
後
、
昨

年
後
半
か
ら
出
荷
量
も
改

善
し
た
こ
と
で
、
各
合
板

工
場
も
減
産
体
制
を
解
除

し
、
通
常
の
生
産
体
制
に

戻
っ
て
い
っ
た
。

た
だ
、
昨
年
前
半
は
国

産
材
丸
太
も
需
要
減
に
よ

り
供
給
調
整
を
実
施
し
て

い
た
影
響
か
ら
丸
太
の
確

保
が
進
ま
ず
、
生
産
量
は

期
待
さ
れ
た
ほ
ど
伸
び
な

か
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
国

米
材
協
議
会
名
古
屋
支

部
は
７
月
26
日
、
名
古
屋

木
材
会
館
で
例
会
を
開
催

し
、
需
給
や
市
況
の
動
向

な
ど
を
協
議
し
た
。
木
材

製
品
の
調
達
の
情
勢
は
依

然
厳
し
く
、
価
格
評
定
は

丸
太
・
製
品
と
も
値
上
げ

基
調
と
な
っ
て
い
る
。

米
材
丸
太
は
、
供
給
減

少
に
よ
り
米
松
で
は
オ
ー

ル
ド
グ
ロ
ス
か
ら
Ｊ
ソ
ー

ト
ま
で
軒
並
み
前
月
比
５

０
０
円
高
の
評
定
に
。
米

ツ
ガ
も
不
足
感
か
ら
選
木

・
並
材
い
ず
れ
も
同
５
０

０
円
高
と
な
っ
た
。

米
材
輸
入
製
品
は
、
産

地
先
物
価
格
が
下
落
し
た

こ
と
を
受
け
て
様
子
見
に

転
じ
た
需
要
家
も
い
る
が
、

日
本
向
け
に
つ
い
て
は
供

給
量
が
少
な
い
た
め
相
場

は
軟
化
し
て
お
ら
ず
、
む

し
ろ
新
材
に
は
先
高
観
が

２
０
２
１
年
上
半
期
（
１

～
６
月
）
の
丸
太
需
給
量
は
、

製
材
用
が
８
１
５
万
５
０
０

０
立
方
㍍
（
前
年
同
期
比
４

・
３
％
増
）
、
合
板
用
が
２

５
５
万
２
０
０
０
立
方
㍍
（

同
５
・
７
％
増
）
と
な
っ
た
。

輸
入
製
品
の
入
荷
が
減
少
し

た
こ
と
で
、
国
内
工
場
の
生

産
活
動
が
活
発
化
し
、
内
外

産
丸
太
の
需
要
が
増
加
し
た
。

製
材
用
丸
太
は
国
産
材
が
前

年
同
期
比
１
・
２
％
増
、
輸

入
材
が
同
16
・
１
％
増
と
輸

入
材
の
増
加
幅
が
大
き
く
、

そ
の
た
め
製
材
用
丸
太
に
お

け
る
国
産
材
の
割
合
は
76
・

６
％
と
な
り
、
20
年
比
で
１

・
６
㌽
低
下
し
た
。

丸
太
需
給
量
は
20
年
４
月

以
降
、
消
費
増
税
の
反
動
減

や
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
縮

小
し
、
そ
の
傾
向
は
21
年
２

月
ま
で
続
い
た
。

し
か
し
、
製
材
を
中
心
に

輸
入
製
品
の
入
荷
減
少
に
伴

う
木
材
不
足
が
目
立
ち
始
め
、

国
内
工
場
へ
の
需
要
が
急
増

し
た
こ
と
に
よ
り
、
工
場
の

丸
太
手
当
も
大
幅
に
増
加
。

３
月
以
降
の
月
間
供
給
量
は
、

製
材
用
が
１
４
０
万
立
方
㍍

前
後
、
合
板
用
が
40
立
方
㍍

台
と
な
り
、
直
近
で
需
要
が

最
も
堅
調
だ
っ
た
19
年
水
準

に
回
復
し
た
。

21
年
１
～
６
月
の
製
材
用

丸
太
の
供
給
量
は
国
産
材
が

６
２
４
万
８
０
０
０
立
方
㍍

（
同
１
・
２
％
増
）
、
輸
入

材
が
１
９
０
万
７
０
０
０
立

方
㍍
（
同
16
・
１
％
増
）
と

な
っ
た
。
国
産
材
丸
太
も
同

７
万
３
０
０
０
立
方
㍍
増
と

な
っ
た
が
、
近
年
減
少
傾
向

が
続
い
て
い
た
輸
入
材
丸
太

が
同
26
万
４
０
０
０
立
方
㍍

増
と
大
幅
に
増
え
た
こ
と
で
、

上
昇
一
途
だ
っ
た
製
材
用
丸

太
の
国
産
材
率
が
低
下
し
た
。

輸
入
材
丸
太
の
増
加
は
、
大

半
を
占
め
る
米
材
丸
太
が
増

加
し
た
た
め
と
み
ら
れ
る
。

一
方
、
同
１
～
６
月
の
合

板
用
丸
太
の
供
給
量
は
、
国

産
材
が
２
３
４
万
３
０
０
０

立
方
㍍
（
同
９
・
３
％
増
）

と
増
加
す
る
一
方
、
輸
入
材

は
20
万
９
０
０
０
立
方
㍍
（

同
22
・
９
％
減
）
と
減
少
し

た
た
め
、
国
産
材
率
は
91

・
８
％
と
な
り
、
20
年
比

で
１
・
１
㌽
上
昇
し
た
。

素
材
供
給
量
に
占
め
る

国
産
材
の
割
合
は
、
17
年

以
降
４
年
連
続
上
昇
し
、

20
年
は
84
・
４
％
と
85
％

に
迫
っ
た
。
し
か
し
21
年

下
半
期
も
製
材
用
丸
太
の

供
給
で
輸
入
材
の
増
加
が

国
産
材
の
伸
び
を
上
回
る

状
況
が
続
く
と
、
21
年
は

５
年
ぶ
り
に
低
下
す
る
可

能
性
が
出
て
き
た
。
た
だ
、

21
年
の
輸
入
製
品
の
入
荷

量
は
製
材
、
集
成
材
、
合

板
が
総
じ
て
減
少
し
て
い

る
た
め
、
木
材
自
給
率
の

上
昇
は
維
持
さ
れ
る
と
見

込
ま
れ
る
。

国
産
針
葉
樹
合
板
は
メ
ー

カ
ー
在
庫
が
低
水
準
で
推
移

す
る
な
か
、
生
産
量
を
上
回

る
出
荷
が
続
き
、
品
薄
状
態

が
続
い
て
い
る
。
さ
ら
に
、

合
板
用
国
産
材
丸
太
が
製
材
、

集
成
材
、
輸
出
需
要
の
活
発

化
で
西
日
本
を
中
心
に
ま
と

ま
っ
た
数
量
が
確
保
し
づ
ら

く
、
生
産
効
率
は
伸
び
悩
ん

で
い
る
。
加
え
て
、
丸
太
も

高
値
が
続
き
、
接
着
剤
価
格

も
上
が
る
な
ど
生
産
コ
ス
ト

は
上
昇
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
な
か
、
国
内
合

板
メ
ー
カ
ー
は
12
㍉
厚
３×

６
判
の
メ
ー
カ
ー
建
値
を
７

月
か
ら
引
き
上
げ
て
い
る
。

低
水
準
の
メ
ー
カ
ー
在
庫

が
続
く
背
景
に
は
、
昨
年
前

半
の
減
産
体
制
か
ら
在
庫
が

回
復
し
て
い
な
い
こ
と
が
あ

る
。
昨
年
３
月
に
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
市
場
の
混
乱
か
ら
国

産
針
葉
樹
合
板
の
市
中
価
格

ま
た
、
働
き
方
改
革

関
連
法
の
施
行
で
残
業

時
間
な
ど
の
規
制
が
強

化
さ
れ
、
人
手
の
や
り

く
り
の
問
題
か
ら
１
日

当
た
り
の
生
産
量
も
伸

ば
し
づ
ら
く
な
っ
て
い

る
。例

年
８
月
は
各
合
板

工
場
で
生
産
設
備
の
定

期
点
検
が
あ
る
た
め
１

週
間
程
度
操
業
を
停
止

す
る
。
し
か
し
出
荷
は

引
き
続
き
堅
調
と
見
ら

れ
る
た
め
、
し
ば
ら
く

は
生
産
を
上
回
る
出
荷

が
続
き
そ
う
だ
。
一
方

で
、
丸
太
や
接
着
剤
な

ど
原
材
料
コ
ス
ト
の
上

昇
傾
向
は
続
い
て
い
る

た
め
、
市
場
で
は
更
な

る
値
上
げ
も
あ
り
得
る

と
の
見
方
も
聞
か
れ
始

め
て
い
る
。

内
合
板
メ
ー
カ
ー
は
２
、

３
月
に
は
不
需
要
期
に
入

る
た
め
、
こ
こ
で
在
庫
の

確
保
が
図
れ
る
と
考
え
て

い
た
。
し
か
し
、
原
木
不

足
と
冬
場
の
乾
燥
効
率
の

悪
化
、
３
月
下
旬
の
一
部

合
板
工
場
の
火
災
に
よ
る

生
産
減
に
よ
り
、
生
産
量

が
思
う
よ
う
に
回
復
し
な

か
っ
た
た
め
在
庫
を
積
み

増
せ
な
か
っ
た
。

４
月
以
降
、
構
造
用
合

板
は
直
需
・
木
建
ル
ー
ト

と
も
堅
調
な
引
き
合
い
が

続
く
。
当
初
は
木
材
製
品

不
足
に
よ
る
受
注
制
限
で

注
文
は
減
少
す
る
と
見
ら

れ
て
い
た
が
、
先
高
観
と

供
給
不
安
か
ら
通
常
注
文

し
て
い
る
分
に
つ
い
て
は

減
ら
さ
な
か
っ
た
プ
レ
カ

ッ
ト
会
社
が
多
か
っ
た
。

さ
ら
に
、
針
葉
樹
フ
ロ
ア

台
板
も
輸
入
南
洋
材
合
板

の
供
給
不
安
か
ら
切
り
替

え
切
り
替
え
需
要
が
活
発

化
。
最
近
で
は
針
葉
樹
塗

装
型
枠
合
板
の
引
き
合
い

も
伸
び
始
め
て
お
り
、
品

目
を
問
わ
ず
需
要
が
お
う

盛
に
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
在
庫
量
は
今
年

５
月
末
時
点
で
の
針
葉
樹

合
板
が
９
万
６
３
０
０
立

方
㍍
、
う
ち
針
葉
樹
構
造

用
合
板
は
７
万
８
２
０
０

立
方
㍍
。
出
荷
量
が
生
産

量
を
上
回
る
な
か
で
は
各

需
要
家
の
納
期
通
り
に
配

送
す
る
に
は
あ
る
程
度
在

庫
に
余
裕
が
必
要
だ
が
、

そ
の
余
裕
が
な
い
状
態
が

続
い
て
い
る
。

さ
ら
に
合
板
工
場
の
頭

を
悩
ま
せ
て
い
る
の
が
丸

太
と
人
手
の
問
題
だ
。
国

産
材
へ
の
代
替
需
要
増
で

国
産
材
丸
太
は
ま
と
ま
っ

た
数
量
の
確
保
が
難
し
い
。

強
い
と
さ
れ
た
。
価
格
評

定
は
、
米
松
Ｋ
Ｄ
タ
ル
キ

・
根
太
は
前
月
比
１
万
５

０
０
０
円
高
。
Ｓ
Ｐ
Ｆ
２

×

４
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン
ラ

ン
バ
ー
は
産
地
価
格
が
変

化
し
て
き
た
が
、
同
１
万

円
高
と
な
っ
た
。
米
ヒ
バ

土
台
も
競
合
材
と
と
も
に

値
上
が
り
が
続
き
、
同
２

０
０
０
円
高
に
移
行
し
た
。

欧
州
材
製
品
も
強
基
調

が
続
き
、
Ｗ
ウ
ッ
ド
の
ソ

リ
ッ
ド
間
柱
と
集
成
間
柱

は
同
５
０
０
０
円
高
、
集

成
管
柱
３
㍍×

１
０
５
㍉

角
は
１
本
代
金
で
同
２
０

０
円
高
の
続
伸
。
こ
の
ほ

か
、
国
産
材
で
は
杉
間
柱

が
１
万
円
高
、
桧
Ｋ
Ｄ
土

台
が
同
３
万
～
４
万
円
高

に
。
ロ
シ
ア
材
の
赤
松
現

地
挽
き
及
び
国
内
挽
き
製

品
も
同
１
万
５
０
０
０
円

高
と
値
上
が
り
が
続
く
。

性
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
南
洋
材
の

資
源
供
給
問
題
に
加
え
現
在
の
新
型

コ
ロ
ナ
の
患
者
数
の
増
加
で
、
南
洋

材
地
域
か
ら
の
資
材
供
給
問
題
に
本

格
的
に
メ
ス
を
入
れ
る
時
が
来
た
と

見
る
向
き
も
あ
る
。

な
か
で
も
南
洋
材
合
板
は
マ
レ
ー

シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
年
間
１

５
０
万
立
方
㍍
が
輸
入
さ
れ
て
い
る

が
、
代
替
で
き
る
分
野
が
針
葉
樹
合

板
や
繊
維
板
に
限
ら
れ
て
い
る
。
製

材
フ
リ
ー
板
な
ど
16
万
立
方
㍍
が
両

国
か
ら
輸
入
さ
れ
て
い
る
う
え
、
そ

の
ほ
か
の
各
種
建
材
や
住
宅
設
備
機

器
な
ど
も
ま
だ
ま
だ
南
洋
材
諸
国
と

の
業
務
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。
資
源

問
題
と
と
も
に
、
感
染
拡
大
地
域
に

お
け
る
継
続
的
な
業
務
の
あ
り
方
に

新
た
な
視
点
を
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
事
態
に
な
っ
て
い
る
。


